
 

 

 

 

報道発表資料の配付日時  ８月２日（金）10 時 00 分 

 発 表 項 目 

（ 行 事 名 ） 

令和６年度（2024 年度）第１回北海道こども施策審議会こども家庭支援部会

の開催について 

 記者レクチャー 

 の お 知 ら せ 

(実施日時) 

 

 

  発 表 者  

  発表場所  

 

 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 標記について、次のとおり開催します。 

１ 日 時 令和６年８月９日（金）１３：３０～１５：３０ 

 

２ 場 所 かでる２・７ 920 会議室 

 

３ 出席者（予定）  

北海道こども施策審議会こども家庭支援部会委員（別紙） 

  北海道保健福祉部子ども政策局子育て支援担当局長ほか 

 

４ 予定議事 

 （１）副部会長の選任について 

 （２）こども家庭支援部会について 

 （３）次期計画の策定について 

 （４）その他 

 

  

参 考 

○北海道こども施策審議会こども家庭支援部会 

 本部会は、北海道こども施策審議会条例第７条の規定に基づき、都道府県

子どもの貧困対策推進計画及び自立支援計画に係る必要な事項の調査審議を

行うことを目的として、設置されたものです。 

 

 

 報 道 ( 取 材 ) 

 に 当 た っ て 

 の お 願 い 

○資料は、当日会場で配布します。 

 

 

 他 の ク ラ ブ 

 と の 関 係 

 同 時 配 付 

 同 時 レ ク 

(場所) 

 

 

担 当 

 （ 連 絡 先 ） 

 保健福祉部子ども政策局子ども家庭支援課課長補佐 小助川 文治 

ＴＥＬ ダイヤルイン ０１１－２０６－６３２８ 内線 ２５－７７０ 

 

８／９（金）の行事 

 

【道庁プレスリリース】 



北海道こども施策審議会 こども家庭支援部会 名簿 

 

氏 名 所属・職 

平井
ひ ら い

 照
てる

枝
え

 しんぐるまざあず・ふぉーらむ北海道 代表 

大澤
おおさわ

 真平
しんぺい

 札幌学院大学 人文学部 人間科学科 准教授 

高橋
たかはし

 一彦
かずひこ

 北海道児童養護施設協議会 会長 

山田
や ま だ

 大樹
ひ ろ き

 ＮＰＯ法人訪問と居場所「漂流教室」 代表理事 

中谷
な か や

 通
みち

恵
え

 ＮＰＯ法人お助けネット 代表 

藤本
ふじもと

 恭子
きょうこ

 
北海道母子寡婦福祉連合会 

（母子家庭等就業・自立支援センター センター長） 

高橋
たかはし

 明子
あ き こ

 
恵庭市子ども未来部えにわっこ応援センター  

センター長 

引地
ひ き ち

 志保
し ほ

 
札幌市子ども未来局子ども育成部子どものくらし・若者支援課 

担当課長 

深堀
ふかぼり

 麻
ま

菜
な

香
か

 認定ＮＰＯ法人 おてらおやつクラブ 

（敬称略） 



北海道こども施策審議会こども家庭支援部会設置要綱

（設置目的）

第１条 北海道こども施策審議会条例（令和6年北海道条例第２号。（以下「条例」という。））

第７条の規定に基づき、北海道におけるこども施策（こども基本法（令和４年法律第77号）

第２条第２項に規定するこども施策をいう。以下同じ。）の推進を図るため、北海道こども

施策審議会（以下「審議会」という。）から付託された事項に関し、調査審議を行うことを

目的として、北海道こども施策審議会こども家庭支援部会（以下「こども家庭支援部会」と

いう。）を設置する。

（所掌事項）

第２条 こども家庭支援部会の所掌事項は、次のとおりとする。

(1)子どもの貧困対策の推進に関する法律第９号に基づく都道府県計画の策定・推進状況等

を調査・審議すること。

(2)母子及び父子並びに寡婦福祉法第12条に基づく都道府県計画の策定・推進状況等を調査

・審議すること。

(3)その他審議会から付託された事項を調査・審議すること。

（構成等）

第３条 こども家庭支援部会は、部会長、副部会長、部会委員をもって構成する。

２ 部会委員（条例第７条第４項に規定する委員及び特別委員）は15名以内とし、こどもの貧

困やひとり親施策に係る支援団体の者、児童福祉施設等に関係する団体の役職員、関係行政

機関及び学識経験者である委員並びに特別委員のうちから審議会会長が指名する者とする。

３ 部会委員の任期は２年以内とする。

４ 部会長は審議会委員の中から審議会会長が指名する者とする。

５ 副部会長は部会委員の互選により定める者とする。

（職務）

第４条 部会長は、こども家庭支援部会の所掌事務を統轄する。

２ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときは、その職務を代理する。

（会議）

第５条 こども家庭支援部会の会議は、部会長が招集し、部会長が議長となる。

２ こども家庭支援部会は、部会委員の２分の１以上が出席しなければ会議を開くことができ

ない。

（関係者の出席）

第６条 部会長は、必要があると認めるときには、前条の会議に部会委員以外の者の出席を求

めることができる。

（庶務）

第７条 こども家庭支援部会の庶務は、保健福祉部子ども政策局子ども家庭支援課において行

う。

（その他）

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、部会長が審議会会長と協議の上、別に

定める。

附 則

この要綱は、令和６年５月17日から施行する。


